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（ 開会 午後１時３０分 ） 
 
事務局： 平成２７年度第２回日進市立学校給食センター運営委員会を開催し

ます。 
 
会 長： 本日は、お忙しい中、ご出席いただきありがとうございます。 

会議は、お手元の次第により進めてまいります。議題としては、学

校給食費の改定ということで、前回の運営委員会におきまして、ご意

見お聞かせいただきました。少し時間をあけてからになりますが、学

校関係者、特に校長会、保護者のさまざまな皆さまのご意見をお聞き

して、本日第２回運営委員会を開催する運びとなりましたので、よろ

しくお願いします。 
本日は８名中６名の出席ですので、委員の半数以上の出席をいただ

いていますので、運営委員会規則第７条によりこの会議は成立します。 

本日は傍聴の申し出はございません。 

それでは、議事に入ります。「学校給食費の改定について」を議題と

して進めてまいります。 

事務局より説明をお願いします。 

 

事務局：   ※ 第１回運営委員会で配布した資料の訂正箇所があったため、 

再度、資料を配布し、訂正箇所について説明 

第１回運営委員会でのご意見について、触れさせていただきます。 

・ 給食費の値上がりについては、物価上昇、消費税の改定でやむを得ない

ものと理解ができる、というご意見。 

・ 反対意見はなかった。 

・ 20円の増額で、給食調理の賄いを行うことができるのか、というご意見。

そして、それに付随して、他市町の給食費（例：小学校 250 円、中学校

280 円）と比較するなら、もう少し増額してもいいのではないか、とい

うご意見。 

・ このご意見に対しては、26 年は、小学校 232 円、中学校 263 円という

予算で実施しているということと、改定後は、小学校 240円、中学校 270

円で、県内の平均になり、やっていけると見込んでいることを説明した。 

・ 地産地消等の行事についてのご意見。 

・ 消費税について、再度、増税したとき、（給食費も）値上がりするのか、

というご質問。このご質問に対しては、段階的に増税となるということ

でしたので、現在、市の負担は２年間で 2,000 万円の負担をしてきた。



本来、給食費は保護者が負担すべきものであることから、28年 4月から

は改定し、あるべき姿にしていくというお答えをした。 

・ 消費税が 10％になった場合、28 年 4 月、29 年 4 月と短い期間での改定

となるが、充分なＰＲが必要というご意見。 

     ７月に開催した第 1 回運営委員会だけでなく、１ヶ月の期間をおい

て、再度、ご意見を聴取したいという意向もあり、第２回運営委員会

を開催させていただきました。 

     また、本日までの経過としては、定例校長会において、ご説明させ

ていただきましたが、校長会においては、反対意見もなく、ご理解い

ただけたと認識しています。 

 

会 長： 今、事務局から再確認のような形ではあるが、資料の修正と改めて

説明をしていただきました。 

    小学校は 220円を 240円、中学校は 250円を 270円と、それぞれ 20 

円ずつ増額をしていきたいということで、年間の保護者への負担 増は、

190食で換算すると 3,800円の増額が見込まれているということです。 

     給食費の改定について、各委員のご意見をいただきたいと思います。 

  

委 員： 見直す間隔というものは、今までの経過の中だと、これだけの円安

とか、食材の高騰を感じているので、臨機応変に、ある程度短いスパ

ンで、この運営委員会で、相談しながら決めていくことがいいのでは

ないかと、感じています。 

 

会 長： ありがとうございます。 

 

委 員： 校長会の方も、特に異論はありませんでした。 

負担増については、保護者に関わることで、学校が直接、負担増に

ついて、物申す立場ではありません。が、子どもが３名いれば、年額

１万円ほどの増額となってしまうので、保護者の中には、金額的に大

きいという感覚もなくはないと思います。(値上げが)必要であるとい

うことで、現状の給食が今後も安定して供給していただけるというこ

とで、必要な額であると説明して、ご理解いただくということが必要

と思います。 

もう１点は、給食そのもので利益を上げるものではないので、必要

だから、足りない分を補充するための値上げです。が、それでも、保

護者目線では、「値上げしたのに、こういうことがあったの」というこ



とがないように、給食センターとして、もう一度、見直すべきは見直

していかなければならないと思います。 

前回の運営委員会で、排水の件が話題になりました。ああいうとこ

ろは、これを機にということではありませんが、もし、あの件が問題

となったとき、｢値上げしたのに、何？｣と、関連付けられるというこ

とがあると思います。だから、安全面、衛生面という部分では、そう

いったところでは、「心配ない」というところをキープしていただいて、

だからこそ、値上げするのは、安全、安心、衛生とかということは、

責任を持って、自信を持っているので、値上げが必要ということであ

れば、充分なご理解は得られると思います。 

われわれ学校としての希望は、しばらくの間、質が落ちたりしない

ように、子どもたちも喜んで、毎日、給食を楽しみにできるような内

容である、ということを期待します。 

 

会 長： ありがとうございました。 

 

委  員： 給食費の値上げについては、材料費の高騰もありますし、仕方がな

いとは感じています。ただ、給食費が払えないというご家庭もある中

で、難しい問題ではあるかな、というのも正直な感想です。 

我が家の３人の子どもたちも、「（給食は）おいしい」、と言って食

ベさせていただいています。帰宅すると、「今日は、こんなのが出たよ」

とか、「あれがおいしかったよ」とか、「これがまた出るといいな」と

いう意見を子どもの口からよく聞きます。 

今後も、値段だけでなく、おいしいと言われる、そういう給食の提

供を希望します。 

 

会 長： ありがとうございました。 

 

委 員： 皆さんもおっしゃっているように、いろいろ、高騰もありまして、

給食費の値上げは、もう仕方がないと思います。 

保護者の中では、やっぱり、上げてほしくないという声もあるんで

すけれども、現状を見ますと、もう、しょうがないと思います。 

排水溝の問題は、保護者としても気になりまして、そちらの方は、

ぜひ改善して、衛生的に気をつけていただきたいと感じました。よろ

しくお願いします。 

 



会 長： ありがとうございました。 

 

委 員： みなさんと同じで、いいかと思います。 

夏休み、家でお昼を子どもに食べさせますけど、お弁当も含めて、

なかなか、この値段で、あの量の提供、あの種類の多さは、かなわな

いので、その辺、きちんと説明すれば、納得のいく話ではないかと思

います。 

 

会 長： ありがとうございました。その他、ございませんか。 

 

事務局：   ※ 前回、話題となった排水の問題について、その後の経過として、現状を把

握したこと、原因を絞り込んだこと、今後の（修繕）予定について説明。 

          その他、夏休み期間を利用して、スライサーの刃の点検を始めとした機械・

器具等、点検を行う予定であることを報告。 

 

会 長： よろしくお願いします。いろいろなご意見の中にもありましたが、

これを機に、事故の起きないよう、細心の注意を払い、安心安全な給

食を提供していただくよう、お願いしたいと思います。 

ちょっとしたことでも、騒ぎは大きくなるということもありますの 

で、難しい問題だとは思いますが、よろしくお願いします。 

他にご意見はございませんか。 

 

    （発言者、なし） 

 

会 長： それでは、ただいまの議題１について、このとおり２度にわたる審

議をしていただきました。本当は、値上げはしない方がいいというこ

とではありますが、事務局から提起された改定額は、妥当である、や

むを得ない、ということであります。ありがとうございました。 

ただ、今後においては、消費税の増税も見込まれていますし、物価

変動、野菜類の高騰など、いろいろなことも出てくるかと思いますの

で、市としての基本姿勢を打ち出していただくように、お願いしたい

と思います。 

それから、臨機応変に、適切な時期に、適切な対応をしていただく

ことも必要かと思います。 

そういった意見を、当委員会からも意見を付して、提案をしていた

だきたい、と考えますがいかがでしょうか。 



よろしいでしょうか。 

（異議を唱える者なし） 

ありがとうございます。 

では、ただいまのご意見等を参考としていただきまして、安心、安全

な給食づくりに取り組んでいただきますよう、よろしくお願いします。 

それでは、その他ということで事務局の方で何かありましたら、お 

願いします。 

 

事務局： 今後の手続きにつきましては、 

8 月 26 日：総合教育会議で給食費の改定について、説明、意見聴   

取予定。 

10月 1日：定例教育委員会で、運営委員会における給食費の改定につ

いての意見等の聴取内容について報告予定。 

(来年)3月：第３回運営委員会を開催予定。 

 

委 員： 校長会の立場として。 

給食センター、教育委員会を通じて、保護者への説明が出されるか

と思いますが、それが、いつ頃のタイミングになるのかということと、

事前にどんな形で文書が出されるのかということを、３月間際では、

あわただしいので、そのあたりのスケジュールがわかるといいのです

が…。 

 

事務局： 現時点の予定では、１月中旬には校長会を通じ、保護者宛で給食費

の改定についてのお知らせが出せれば、と考えています。 

それから、新 1 年生とか中学進学の方のこともありますので、その

あたりのことも間に合うように、遅くとも２月中にはＰＲできればと

考えています。 

 

会 長： 集金事務に関わることにもなります。給食費の改定について、学校

の給食担当の職員であるとか、事務職員への周知について、できるだ

け早く進めていただければ、助かります。 

 

教育長： そうですね。 

報告がありましたように、定例教育委員会を経て、当然、議会等の

ご説明…することになるんですけれども、いずれにいたしましても、

方向は、今回、ご審議いただいた案で進めてまいりますので、情報と



して、保護者のみなさまとか、そういった所には、早め早めに（情報

を）お流しをして、できるだけ作業が進めやすいようにしていくよう、

よろしくお願いします。 

 

会 長： では、事務局にお返しします。 

 

事務局： 本日は、教育長が出席していますので、教育長からご挨拶申し上げ

ます。 

 

（ 教育長あいさつ ） 

 

事務局： どうもありがとうございました。 

  これをもちまして、第２回学校給食センター運営委員会を終了いた

します。 

 

                      （ 閉会 午後１時５３分 ） 


